
 

1 

 

令和４年度第１回第三次多摩市子どもの読書活動推進連絡会（会議録） 

 

［書面開催］ 

１．日時 

令和４年８月１９日(金)        委員へ資料送付（事務局） 

      ８月２３日(火)～３１日(水)  資料確認、「質問・意見 回答票」提出 

（各委員） 

 

２．内容・結果 

  次第の内容について、委員全員からの回答があった。 

【協議事項】 

（１）第三次多摩市子どもの読書活動推進計画アクションプラン（令和４年度版）

（案）について【図書館・関係課分】 

 

［修正箇所等のご指摘］ 

（委員） 

・17 ページ「【継続事項】②特別展示を行った図録を中心に資料図書の充実を継続し

ていく。」の令和 4年度(2022 年度)⑤に記載する「再開館後の展示協力など」を削

除してください。 

  →（事務局）そのように修正いたします。 

 

[全体について、ご質問・ご意見、ご指摘事項等] 

  （委員） 

・令和４・５年度の取り組みの欄に矢印も文章の記載もないものはどのような取り扱

いとなるのでしょうか。（取り組みをしない？） 

  →（事務局）令和３年度終了と同時に、取組終了となります。 

 

・紙資源の削減のため電子での資料配布は良いと思いますが、資料が見づらいので見

直しが必要なように思います。（全体をみようとすると文字が小さくて読めない） 

 →（事務局）引き続き、検討いたします。 

 

・ページの頭にヘッダーがあるとよいと思います。（１ページまで戻らないと項目が

わからないため） 

 →（事務局）検討いたします。 
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（委員） 

・コロナ禍により実施できなかったという事業が多く見受けられるように感じます。 

コロナ禍前に戻るのを待つのではなく、この状況が継続しても実施可能な事業に

絞っていくというのは考えでありますでしょうか。 

→（事務局）代替の取り組みだけでなく、方向性の再検討を考えている事項もあり

ます。 

   

  （委員） 

   ・「施策９ 支援の必要な子どもたちへの取り組みの推進【重点施策】」について、「長

期間入院をしている子ども向けのサービスの実施に向けての検討」「特別支援学校

との連携（団体貸出の推進等）」「子ども食堂等の NPO 団体への団体貸出の推進」に

ついては、コロナの状況が続く中で前進させていく予定があるか確認させてくだ

さい。 

    →（事務局）「長期間入院をしている子ども向けのサービスの実施に向けての検討」  

は未着手です（引き続き方向性も含め再検討）。特別支援学校との連携

については、継続できるものは行い、子ども食堂等の NPO 団体への団体

貸出の推進については調整を進めているところです。 

 

（委員） 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、実施できていない、あるいは規模を縮小

している事業が多く見受けられます。今後は、このような状況が回復することを前

提とするか、引き続いて影響を受けながら事業実施していくのか、判断が求められ

るのではないかと考えます。 

    →（事務局）今後の状況を見ながら判断していきたいと考えています。第４次計画  

策定において改めて検討することになります。 

 

 

（２）第三次多摩市子どもの読書活動推進計画アクションプラン（令和４年度版）

（案）について【多摩市立小・中学校分】 

 

［修正箇所等のご指摘］ 

 ・特になし 

 

[全体について、ご質問・ご意見、ご指摘事項等] 

（委員） 

・令和４・５年度の取り組みの欄に矢印も文章の記載もないものはどのような取り扱
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いとなるのでしょうか。（取り組みをしない？） 

・ページの頭にヘッダーがあるとよいと思います。（１ページまで戻らないと項目が

わからないため） 

 →（事務局）「（１）第三次多摩市子どもの読書活動推進計画アクションプラン（令

和４年度版）（案）について【図書館・関係課分】」（１ページ）と同様。 

 

（委員） 

・「施策５」の諏訪中学校の教員向けアンケートの実施について、備考に「教員から

のリクエストに対応した」とありますが、この詳細を聞かせてください（今まで逆

にどうされていたのでしょうか）。 

    →諏訪中学校へ確認したところ、次の通りでした。 

 

本校は蔵書の充実を図ることを目的に、以前は各教科の先生方に一斉 

アンケートを行い、学校図書館に置くことを希望する図書（各教科にお 

いて教材として必要な図書、学校行事に関連した図書、生徒に紹介した 

い図書など）を聞いていた。 

またこれと並行して、図書室にない資料は随時先生と相談をし、購入 

を検討する方法も取っていた。 

そして当初より、一斉アンケートについては、ほぼ回答がない状況で 

あった。 

そこで、現在は、一斉アンケートをやめて、常時、各教科の先生方か 

らの問合わせを受ける方法（その際、個別にアンケ―トを実施）に変更 

し、頂いた内容について、検討・決定（リクエスト対応）を行っている。 

 

【報告事項】 

（委員） 

・（資料１について）データで頂きましたが、全文を見るのは非常に時間がかかりま

した。何か工夫をしていただけるようお願いします。 

 →（事務局）以前は紙に印刷したものを配付していました。分量が多いため、紙の

使用を削減するために、今回はデータのみの送付としました。引き続

き、検討いたします。 


